
  ふれあい記録 

実施日：令和６年 2月１５日                         当番者名：熊谷信雄、齋藤國男      

コース名：富山 (標高 349.5ｍ)                                     （通算回数 第 192回） 

天   候：曇り 

参加者名：相川 勲、石井 公子、岩﨑 宗郷、江口 正彦、小俣 悦男、神谷 順子、熊谷 信雄、 

新海 昭、鶴岡 重典、細矢 清志、宮原 宏至 (１1名)（五十音順） 

ビジター： 笠井 欣三、斎藤 國男、野口 和夫 （3名）（五十音順） 

計 14名 （内、男性 12名、女性 2名）                                                  

集合・時間：京急久里浜駅改札７時２０分 

往 路 ：京急金沢文庫6:58発→京急久里浜7:19着・京急バス7：35発→久里浜港8：20着 

      （東京湾フェリー）久里浜港9：00発→金谷港9：00着→（徒歩）→JR浜金谷駅9：10発→ 

      JR岩井駅9：22着 

復 路 ： JR岩井駅14:56発→JR浜金谷駅15:08着→（徒歩）→（東京湾フェリー）金谷港15:20発→ 

久里浜港16：00着、京急バス久里浜港16：10発→京急バス京急久里浜16：20着・京急久里

浜駅16:26発→金沢文庫16：47着 

コース ： 岩井駅9:40スタート→10：20福満寺・富山遊歩道入口→11：20富山・南峰→11：50着富山・

北峰（昼食）12：20発→13：20福満寺・富山遊歩道入口13：45発→14：00JR岩井駅ゴール 

       ※歩行時間 約４時間・８km 

みどころ： 

・「南総里見八犬伝」の舞台となった富山は実在の山で、標高 349.5ｍではあるが、豊かな森林  

と深い谷を持ち。北峰の山頂からの眺めは素晴らしい。天候は曇りで富士山は見えなかった  

が、房総の山々や東京湾が一望出来ました。 

   ・ 342ｍの南峰と 349.5ｍの北峰のきれいな双耳峰として目立つ。 

※双耳峰とは頂上がほぼ同じ標高で二つの耳のように並んでいる山の事 

   ・ 1999年２月には皇太子・雅子妃両殿下（当時）がここを散策され、その記念碑が有ります。 

自然観察： 

・ 温暖な気候と雨量に恵まれ、樹林が鬱蒼として北方系と南方系の樹林の混合地帯となる。 

 巨木も多く、臥龍の大杉、仁王の大杉、縁結びの大杉（樹齢 300年以上ボタンスギの巨木） 

と愛の鐘は「縁結びスポット」として有名である。 

・ 福満寺への道中でスイセンや菜の花が咲き早春の香りがする。 

特記事項：  

・ 349.5mの低山でしたが、登りは急登が続き、高齢者グループには厳しいように思えた。 

 皆さんの協力の下で無事踏破できました。 

・フェリーが閑散期で便数が少なく、またＪＲ内房線も１時間に１本と本数が少なく、フェリーと 

ＪＲ内房線との乗り継ぎ時間が８分と短く、急ぎ足で歩き何とか間に合った。 

    ・以前は休憩舎から「伏姫籠穴」へ行けましたが、2019 年台風により通行止めになり、今回は岩

井駅と北峰の往復としました。 

                           「ふれあい記録」メール送り先：江口・熊谷 


